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　古参の占い師は言った。
「この子は必ず、災いをもたらすであろう」
サイは、生まれつき呪われた子だった。サイが生まれてというもの、三ヶ月後に父は亡くなった。一年後に、火事で父方の祖父と祖母を亡くす。三年後に、母の弟は登山中に行方不明となる。呪いを背負って育つ我が子に、母の愛情は残されていなかった。

　やがて、サイは十二歳を迎えた。醜い容姿は、救いようがない。眉毛は生えず、髪の毛も数本だけ。八重歯は鋭くとがっている。
また、家柄も残念だった。武器商人の町で、最低レベルの生活を営む、それは大貧民。
そして、母親ウルから繰り返される。虐待の日々。電気コードを首に巻かれた。お湯と氷水を、死なない程度にかけられたこともある。家には住まわせてもらえず、寝食するのは、テントの中。ご飯は、一日一回でパンと水だけ。腹を空かして雑草を食べる始末。
サイは、家より安全な学校へ行った。
　
学校では、いじめられないが相手にもされなかった。とくに休憩時間は苦手。話し相手がいないのだ。ひたすら孤独だけが続いた。家に帰ると、服を脱がされ裸のまま、鞭でしばかれた。皮膚が裂けて赤くはれる。歯を食いしばって耐えた。反抗すれば、それだけ辛い時間が長引くだけのこと。
テントの中で朝を迎えた。パンを口にほおばる。塩味しかしないが、草よりは美味しい。感情は冷たく凍りついていた。
今日も、サイは学校へ行った。
孤独な時間が過ぎていく。放課後、思いもよらぬ事態が起こった。
「リサコ様、お止め下さい」
友人が、リサコを引きとめる。
「いいからお放しなさい」
「あのような、呪われた子。リサコ様が話しかけるなど許されません」
同級生からの敬語。このクラスでもう一人の異色の存在。
リサコは、この町の支配者、武器商人であるゴールドの娘。勉強は優秀で、金持ち。人脈もある。髪型は三つ網で、眼鏡もオシャレ。顔も可愛かった。
「あの子が何をなされたって言われるの？」
「占い師から呪われた子として烙印を捺され。家族に呪いをかけ、死にいたらしめたそうです」
「そんなの信じないわ。あの占い師はね。お金さえ渡せば、結果なんてすぐ変えることを知っていますこと。あたくしのお父様は、百パーセント良い結果ですわ」
「ゴールド様は、この町の創設者。当然でございます」
「そうですわ。お父様は、立派な方よ」
「それにしても、呪われた子は、見た目も気味が悪いです」
「あたくしは、顔だけで判断しませんわ」
リサコは、女友達の手を振り払い。サイの側に向かってきた。人脈はあっても、真の友達のいない自分と、孤独なサイの姿が重なってみえた。
「あなたは、サイってお名前でしたわね？」
初めて、人に話しかけられた。体が拒絶反応を示す。
「ご心配なくてよ。あたくしは、リサコと申します」
「俺っちゃ？サイ」
「お話しませんか？」
「俺が怖くないのかい」
「いいえ。あなたは、少なくとも悪い人ではないでしょう」
「呪われた子だよ？」
「それは、上辺の話。あなた自身のことではありませんわ」
「俺自身？」
「危害を加える人ではないでしょう」
「そうだよ」
「あたくしの思った通りですわ。あなたは紳士的なお方」
「俺が紳士だって」
「あなたは、覚えてないかもしれませんが。昔、あたくしがカラスに襲われた時助けてくれましたよね」
「そういえば、リサコさんは派手なアクセサリーをしてた」
「思い出したようですわね。おほほ」
「うん」
「習い事のお時間がありますので、ではご機嫌よう」
「またね」
「リサコ様、ご無事でしたか」
「無事も何も、悪い人じゃないわ」

リサコは家に帰った。食卓でディナーを楽しんでいた。メインディッシュのローストビーフは、どんな美食家も唸る一品。父のゴールドが、口を開く。
「リサコ、今日学校で何があった？」
「お父様には、関係なくってよ」
「それが大ありだ」
「ないわ」
「呪われた子に話しかけたそうだな」
「どうしてそれを」
「リサコの友達が、私に話してくれた」
「誰もが、お父様に口添えするのね」
「当たり前だ。私がこの町の支配者だからな」
「リサコ、もう話しかけないと約束してくれ」
「できませんわ」
「そうか、取り潰しだな」
「なんですって？！」
「この話は、終りだ」
「あたくしのせいで……、サイの家は取り潰し」

次の日、ウルは、ポストに郵便を取りに来て青ざめた。差出人は、支配者ゴールド。おそるおそる封を切る。
呪われた子サイが、私の大事な娘をたぶらかした。その罪は重く、ウル家は取り潰しとなる。
「あぁ、これでうちはおしまいね」
ウルは、がっくりと肩を落とし家に戻る。台所にあった包丁を取り出した。
真っすぐ、テントに向かう。ある一線を越えた瞬間。狂気の目は、サイを捉えた。
「サイ、死にましょう」
サイは、リサコに会いたかった。今死ねば、永久に会えなくなる。「俺は死ねない、死ねない、死ねない、死ねない」
「一緒に楽になりましょう」
占い師の占いは的中した。サイの手に力が込められ、ウルの体に伝わった。ウルの体は、白浜の砂粒のように細かくなり、風に舞って消えた。この世からの消滅を意味する。
「これで、俺は叩かれないんだな」
心の平穏を取り戻した。

サイは、家を取り潰され、強制的に町を追われることとなった。
男たちに持ち上げられ、町の外に投げ捨てられる。服が砂だらけになった。
「呪いの子は出ていけ」
町人から石を投げつけられる。
「二度と来るな」
サイの額に石が当たり、傷口から血が流れる。
「道端で死んでしまえ」
リサコの声は、町人の声にかすむ。待っていると。
サイは、声なき言葉を受け取った。
「帰ってくるよ」
オニカ。アクマカ。ノロワレシコイツハ、ナニモノカ。
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